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　10月19日、三河町公民館
近くの田んぼで、小野小学校
５年生が稲刈りを体験しまし
た。この稲刈り体験は農事組
合法人小野谷の主催で行わ
れ、児童たちは稲の手刈りや
コンバイン乗車体験を通して
収穫の喜びを感じました。
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■ｐＨ （基準値：6.5～8.5）　　　　　：水の酸性・中性・アルカリ性を示す。
■ＣＯＤ（基準値：４㎎/L以下）　　　  ：水中に含まれる汚れ（主に有機物による汚れ）の程度を表す水質指標。
■りん酸（低濃度）（基準値：0.1㎎/L以下）：生活排水の流入や肥料が流れ込むことで増え、富栄養化の要因となる。
■亜硝酸態窒素（基準値：1.0㎎/L以下）：肥料、腐敗した動植物、生活排水などの混入によって増える。
※パックテストはあくまで簡易的な検査です。

【水生生物調査及びパックテスト　判定結果詳細】
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　水質改善には、一人ひとりの水環境に対する問題意識と取組が非常に重要になり
ます。まずは家庭の排水設備を確認してみましょう。
■下水道や集落排水などが整備されている場合は、それらと排水をつなぐ。
■下水道や集落排水などが整備されていない場合は、合併浄化槽を設置する。
　また、毎日の生活で少し気を付けるだけで川に流れ込む汚れの量はぐっと減ります。
①油汚れなどは紙で拭いてから洗う
②みそ汁や麺類のつゆの残りなどを流さない
③シャンプーや洗剤などを使いすぎない
④三角コーナーやろ紙袋などで、食品くずが流れないようにする
⑤ゴミなどは絶対に川に捨てない

「水郷ひた」
を

守るために

　水郷ひたのきれいな川を守っていきましょう！

【調査結果】
　調査の結果、「きれいな水」が６地点、「ややきれいな水」が２地点
となりました。川の流れが淀んでいる箇所では水質は悪くなってしまう
傾向があり、きたない水の生物が観察された箇所がありましたが、全地
点で「きれいな水」を示す指標生物が多く確認されたことから、市内河
川の水質は比較的良い状態であると判定されました。

※市で行っている河川の水質調査（ＢＯＤ、大腸菌群数等）
の結果は市ホームページ又は左記二次元コードの「日田市
環境白書」に掲載しています。

▲二次元コード
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　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入者が病院にかかったときの医療費を負
担するほか、いろいろな給付サービスがあります。
　これらのサービスを受けるためには、世帯主や病院にかかった人からの申請が必要です。
　該当する場合は、早めに手続きを行ってください。

　　　交通事故などにあったときは

交通事故で相手がいる場合など、第三者の行為によっ
てケガや病気をした場合には、患者が負担する額（窓
口負担額）以外の費用は、事故の相手方など、加害者
が負担することとなっています。▲

届出に必要なもの
　第三者行為による傷病届、交通事故証明書、印鑑、
個人番号が分かるもの、その他の指定する書類

※届出に必要な書類は健康保険課に備え付けています。

■高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等
によって、限度額や計算方法等が異なります。

■はり、きゅう、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、きゅう等の治療を受け
た場合には、施術料の一部（１日１回900円、月５回
が限度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し
引いた額を施術所で負担することになります。
※指定施術所は健康保険課までお問い合わせください。

■入院時食事負担額の差額支給
市県民税非課税世帯の人が、入院時に１食あたり460
円（定額）の食事代を負担した場合は、申請によって
基準額との差額の払戻しを受けることができます。

■コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払
った後で自己負担額を超えた金額の払戻しを受けるこ
とができます。

■出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合は、出産一時金が支給されます。

■葬祭費
国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者が亡く
なったときは、喪主に葬祭費が支給されます。

■インフルエンザ予防接種料助成
国民健康保険被保険者（65歳未満）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（１人１年に１回まで）を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年４月末までとなります。

■一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害によって死亡又は資産に重
大な損害を受けたときや、事業又は業務の休廃止、失業
等によって収入が著しく減少したときは、本人からの申
請で医療機関の窓口で支払う一部負担金の減免を受ける
ことができます。（収入額には基準があります）

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の各種サービス

申請に必要なもの

▲

国民健康保険制度の場合　保険証、印鑑、世帯主名
義の通帳、個人番号が分かるもの、その他の指定す
る書類▲

後期高齢者医療制度の場合　保険証、印鑑、本人名
義の通帳、個人番号が分かるもの、その他の指定す
る書類

※医療機関等への支払い、出生、死亡の翌日から２年を過ぎ
ると、申請及び請求ができませんのでご注意ください。
（インフルエンザ予防接種料助成の申請は翌年４月末まで
の受付です）

ＤＶＤＶ

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
　配偶者やパートナーなど、親しい関係にある人から
振るわれる暴力を意味します。その被害は身体だけで
なく、心にも大きな影響を及ぼします。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）　
配偶者暴力相談支援センター
婦人相談所　
　（月～金曜日）午前９時～午後９時
　（土・日曜日、祝日）午後１時～５時、午後６時～９時
　　☎０９７‐５４４‐３９００※年末年始を除く。
アイネス（女性総合相談）
　女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
　（月～金曜日）午前９時～午後４時30分
　　☎０９７‐５３４‐８８７４
　　※祝日、年末年始を除く。

ＤＶ、ストーカーなど　
警察安全相談　日田警察署生活安全課
　　午前９時～午後５時45分
　　☎㉓２１３１

性犯罪・性暴力の相談窓口　
おおいた性暴力救援センター　すみれ
　（月～金曜日）午前９時～午後８時
　　☎０９７‐５３２‐０３３０※祝日、年末年始を除く。

職場でのセクハラ・性別による差別的扱い　
大分労働局雇用均等室
　（月～金曜日）午前８時30分～午後５時15分
　　☎０９７‐５３２‐４０２５
　　※祝日、年末年始を除く。

女性の人権問題全般　
女性の人権ホットライン
大分地方法務局
　（月～金曜日）午前８時30分～午後５時15分
　　☎０５７０‐０７０‐８１０
　　※祝日、年末年始を除く。
【強化期間】11月12日㈪～18日㈰
（11月12日～16日）午前８時30分～午後７時
（11月17日・18日）午前10時～午後５時

男性の人権問題全般　
アイネス（男性相談員が応じます）
　（月～金曜日）午前９時～午後４時30分
　　☎０９７‐５３４‐８６１４
　　※祝日、年末年始を除く。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

身体を傷つける
　殴る、蹴る、物を投げつける、髪を引っ張
る、引きずり回すなど
心を傷つける
　大声で怒鳴る、無視する、生活費を渡さな
いなど
性的に傷つける
　見たくないのにポルノ雑誌等を見せる、中
絶を強要する、避妊に協力しないなど

11月12日から25日までは
 「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　暴力を受けることは、女性にとって「我慢すること」でも「恥ずかし
いこと」でもありません。
　下記の相談所にご相談ください。また、ＤＶで困っている人が周りに
いたら紹介してください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

▲ＳＭＩＬＥ♡スマイル作

　パープルリボン運動は、1994年にアメリカで始
まった女性に対する暴力根絶の運動です。今では
国際的な広がりを見せ、40か国以上でパープルリ
ボンをシンボルとする運動が展開されています。
　このリボンには「あなたは一人ではないよ」と
いうメッセージが込められています。

期間中は、市役所
とパトリア日田で
パープルライト
アップ

を行います！

　　　　で悩んで
　　　いませんか？

知っていますか？パープルリボン運動
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市政情報ピックアップ

●第72回日田市文教祭　－11月開催行事－ ●おおいた林業アカデミー研修生を募集します　

▼とき
　平成31年４月中旬～約11か月間

▼研修場所
　大分県林業研修所（由布市）及び県内の林業現場等
※市から交通費補助を予定しています。

▼受講料　無料

▼第１次募集数　10人

▼申込方法
　受講申込書に必要事項を記入の上、郵送又は持参
※受講申込書は（公財）森林ネットおおいたホームページ
（http://oita-mori.net/）からダウンロード又は林業振興
課に備え付けています。

▼申込期限　12月21日㈮
※募集数が定員に達した場合は、第２次募集はありません。

　森林組合や林業会社などの林業分野（事務職員を除く）への就職を目指している人や、林業を新たに始めようとす
る人を対象に、林業の知識や技術を習得する１年間の研修を実施します。
※研修期間中は、月額12.5万円の就業準備給付金の支給が予定されています。

問（公財）森林ネットおおいた☎０９７-５４６-３００９
　林業振興課森林整備係☎㉒８２１２（市役所３階）

文化団体行事
「生活文化展」

▼とき　　11月３日㈷～４日㈰
　　　　　午前10時～午後４時
※最終日は午後３時まで。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼入場料　無料

「日田映像祭」

▼とき　　11月10日㈯
　　　　　午後１時開演　

▼ところ　パトリア日田　小ホール

▼入場料　無料

「第24回日田市民音楽祭」

▼とき　　11月18日㈰　
　　　　　午後１時開演　

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼入場料　大人500円、高校生以下300円

「秋の東洋蘭・おもと展」

▼とき　　11月23日㈷～25日㈰
　　　　　午前10時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼入場料　無料

「第24回舞台芸術祭　おどりの祭典」

▼とき　　11月25日㈰　
　　　　　午前11時開演　

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼入場料　500円

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

特別行事
「第54回大分県美術展　書道巡回展」

▼とき　　11月30日㈮～12月２日㈰
　　　　　午前９時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　アオーゼ　多目的ホール

▼入場料　無料

学校行事
「日田市小中学校書写展」

▼とき　　11月30日㈮～12月２日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼ところ　アオーゼ　
　　　　　美術展示ギャラリー

▼入場料　無料

芸術の秋を満喫しに、
　　是非お越しください！

●第20回天領日田ひなまつり健康マラソン大会参加者募集

▼とき　３月10日㈰
　・開会式　午前８時～
　・種目　　２ｋｍ（午前８時45分スタート）
　　　　　　ハーフ（午前９時５分スタート）
　　　　　　10ｋｍ（午前９時15分スタート）
　　　　　　5.5ｋｍ（午前９時15分スタート）

▼ところ　　日田市陸上競技場

▼種目　　　ハーフ、10ｋｍ、5.5ｋｍ、２ｋｍ
※ハーフ、10ｋｍ、5.5ｋｍコースは豆田町を通過します。

▼参加料　　一般　　　　3,500円
　　　　　　高校生　　　2,500円
　　　　　　小・中学生　1,500円

▼申込方法
　申込書又は下記インターネットサイトから申込み
　
　

　　　　　　　

※申込書は体育保健課又は、各振興局・振興センター、
　公民館等に備え付けています。申込みには印鑑が
　必要です。大会当日の新規参加申込みはできません。

▼申込期限　２月８日㈮
※大会当日はコースの一部が交通規制（全面通行止め等）
となります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力
をお願いします。

大会ボランティア募集！
　大会の受付、走路観察員等を行うスポーツボラン
ティアを募集します。希望する人は、体育保健課ま
で電話でお申し込みください。大会前に事前説明会
を行います。

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

大会前日イベント
谷口浩美さん・ノッチさんと行く豆田まちあるき

　大会コースの豆田町を、ご当地ガイドの案内でゲスト
ランナーと歩いて散策します。

■とき　　３月９日㈯　午後２時～
■ところ　豆田町
■募集数　50人（申込多数の場合は抽選）
■参加料　無料
※希望者は大会参加申込時に申請してください。

マイ広報紙 検索
インターネットで「マイ広報紙」を検索

問九州高速バス予約センター☎０９２-７３４-２７２７
　まちづくり推進課公共交通・交流係☎㉒８３５６（市役所６階）

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

●「とよのくに号」高速日田バス停にとまります！
　10月１日から福岡大分間を走る高速バス「とよのくに号」の高速日田バス停への停車
が本格実施されています。大分方面へ約１時間15分で行くことができますので、是非ご
利用ください。
※詳細は九州高速バス予約センターへお問い合わせください。

●広報ひたを「マイ広報紙」に！
　広報ひた11月１日号から「マイ広報紙（全国500以上の
自治体が発行する広報紙を見ることのできるＷｅｂサイ
ト）」で配信しています。
　記事ごとに見ることができるので、是非ご覧ください。

【乗車時の注意】
・日田大分間の移動
　（往路）大分に行くとき：高速日田バス停では乗車のみ
　（復路）日田に帰るとき：高速日田バス停では降車のみ
・座席指定制で予約が必要です。

高速日田のりば

▲マイ広報紙ホーム画面

▲二次元コード

ここで「広報ひた」を
検索してください！

▼

＜ランネット＞            
http://runnet.jp/

＜スポーツエントリー＞ ▼　
http://www.sportsentry.ne.jp/
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第
43
回
日
田
市
消
費
生
活
展

　
「
食
品
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
消
費
生
活

展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
日
田
の
お
米
・
野
菜
、
市
外
給

食
調
理
場
へ
の
視
察
、
消
費
者
団
体
の

活
動
、
手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消
費

者
被
害
情
報
、
消
費
生
活
相
談

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
数

量
限
定
）

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

11
月
は
子
供
・
若
者

育
成
支
援
強
化
月
間

日
田
市
家
庭
教
育
講
演
会

　
「
子
育
て
の
悩
み
」
に
つ
い
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
思
春
期
の
子
ど
も
の
理
解
を

深
め
よ
う
〜
話
さ
な
い
息
子
よ
、
娘

よ
、
何
を
考
え
て
い
る
の
？
〜
」

■
講
師
　
久
留
米
大
学
医
学
部
医
学
科
小

児
科
准
教
授
　
永
光
信
一
郎 

氏

第
37
回
日
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、

小
・
中
・
高
校
生
、
育
友
会
、
支
部
協
議

会
の
意
見
・
実
践
発
表
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

選
挙
運
動
費
用
の
一
部
を

公
費
負
担
し
ま
す

　
市
議
会
議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
に
立

候
補
す
る
人
の
負
担
を
減
ら
し
、
資
産
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
立
候
補
や
選
挙
運
動

の
機
会
を
持
て
る
よ
う
に
選
挙
運
動
費
用

を
公
費
負
担
し
ま
す
。

※
平
成
31
年
４
月
執
行
予
定
の
市
議
会
議
員
選

挙
か
ら
適
用
し
ま
す
。

■
公
費
負
担
の
種
類

①
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

③
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

※
公
費
負
担
費
用
は
、
候
補
者
が
有
償
契
約
を

締
結
し
た
業
者
等
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
市

が
業
者
等
に
直
接
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、

当
該
候
補
者
が
供
託
物
を
没
収
さ
れ
た
場
合

は
公
費
負
担
の
該
当
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
限
度
額
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係

　
☎
㉒
８
２
０
９
（
市
役
所
７
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
取
で
き
ま
す

　■
と
き

　
11
月
16
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
９
日
㈮
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

　
収
蔵
品
の
保
護
を
目
的
に
、
く
ん
蒸
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
期
間
中
は
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
休
館
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

※
秋
風
庵
・
遠
思
楼
は
見
学
で
き
ま
す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の

引
換
（
販
売
）
に
つ
い
て

　
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
、
当
選
通
知

が
あ
っ
た
人
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
引
換
（
販
売
）
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
休
日
　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

②
平
日
　
11
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

　
日
田
商
工
会
議
所
、
日
田
地
区
商
工
会

　
（
本
所
・
支
所
）

※
た
だ
し
、
29
日
㈭
・
30
日
㈮
は
午
後
7
時
ま
で
。

■
使
用
期
間

　
11
月
17
日
㈯
〜
平
成
31
年
２
月
17
日
㈰

※
事
前
に
申
し
込
ん
だ
希
望
購
入
金
額
以
上
の

購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
日
田
地
区
商
工
会
☎
57
2
9
7
6

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
下
見
会

　
公
売
す
る
物
品
（
動
産
）
の
下
見
会
を

行
い
ま
す
。
直
接
確
認
で
き
る
の
は
下
見

会
の
み
で
す
。

※
入
札
参
加
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
公
売
物
品
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
13
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
２
会
議
室

■
公
売
予
定
物
品
　
セ
ミ
ド
ロ
ッ
プ
ハ
ン

ド
ル
自
転
車
、
小
鹿
田
焼
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://koubai.auctions.yah
oo.co.jp

）
か
ら
申
込
み

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

11
月
21
日
は
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

　
大
分
県
の
総
労
働
時
間
は
、
全
国
平
均

に
比
べ
長
時
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
の
実
現
の
た
め
、
働
き
方
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
補
助
金

■
対
象
団
体

①
一
般
枠

・
自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
団
体

・
３
人
以
上
で
構
成
す
る
公
益
的
な
活
動

や
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
わ
る
団
体

※
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
の
団
体
は
「
日

田
市
周
辺
地
域
活
性
化
対
策
事
業
」
の
対
象

で
す
が
今
年
度
の
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。

②
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

・
市
内
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
す
る
16
歳

か
ら
29
歳
ま
で
の
若
者
が
主
体
的
に
活

動
す
る
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

■
補
助
率

①
一
般
枠
　
補
助
対
象
経
費
の
６
割
以
内

（
上
限
50
万
円
）

②
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
　
補
助
対
象
経
費

の
10
割
以
内
（
上
限
25
万
円
）

※
申
請
等
は
12
月
ま
で
に
左
記
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
で
10
月
２
日
以
降
に
今
年
初
め
て

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
31
年

２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
こ

の
証
明
書
や
領
収
証
書
等
が
必
要
で
す
の

で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
に
つ
い
て
は
左
記
の
年
金
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
９
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

■
と
き
　
11
月
８
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
７
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　
11
月
８
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題
　
「
こ
ど
も
の
急
病
対
応
〜
病
院

受
診
前
に
す
る
こ
と
が
命
を
救
う
〜
」
、

「
冬
季
に
流
行
す
る
疾
患
に
つ
い
て
」

■
講
師
　

・
大
分
大
学
客
員
教
授
中
津
市
立
中
津
市

民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟 

先
生

・
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
小
児
科
医
長

松
永 

遼 

先
生

※
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
出

産
準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
11
月
30
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
12
月
７
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
12
月
14
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話

　
　
　
　
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
第
２
回
は

午
後
７
時
〜
９
時
。

（
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

■
と
き
　
12
月
６
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈭

※
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断

　
両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾

被
爆
者
で
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を

対
象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈮

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
田
天
領
ま
つ
り
と

千
年
あ
か
り
を
訪
ね
て

　■
と
き
　
11
月
10
日
㈯

ス
タ
ー
ト
受
付
　
午
後
３
時
〜
６
時

ゴ
ー
ル
受
付
　
午
後
８
時
ま
で

※
受
付
は
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
。
　

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
花
月
川
（
千
年
あ
か
り
会
場
）

↓
御
幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜
園
跡

↓
日
田
駅

■
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
（
約
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
自
然
と
遊
ぼ
う
！
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
３
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
自
然
と
触

れ
合
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
集
合
場
所
　
亀
山
公
園
駐
車
場

　
（
午
前
９
時
20
分
ま
で
に
集
合
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
準
備
物
　
動
き
や
す
い
服
装
や
靴
、
帽
子

②
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
11
月
の
テ
ー
マ
は
「
ト
ン
ボ
型
や
じ
ろ

べ
え
作
り
」
で
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
17
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師

　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

くらしの情報次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈭に発送します。Information 11.１　 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

イ
ベ
ン
ト

■
特
別
講
演
　
「
〝
人
〞
を
育
て
る
言
葉

の
シ
ャ
ワ
ー
〜
大
人
が
変
わ
れ
ば
　
子

ど
も
も
変
わ
る
〜
」

■
講
師
　
教
育
実
践
研
究
家
　
菊
池
省
三 

氏

※
ど
ち
ら
も
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
6
8
6
8
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

世
界
遺
産
登
録
推
進
講
演
会

　
茨
城
県
水
戸
市
弘
道
館
事
務
所
の
主
任

研
究
員
で
あ
る
小
圷
の
り
子
氏
を
講
師
に

迎
え
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
20
日
㈫
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
水
戸
藩
校
弘
道
館
の
歴
史
と

教
育
―
創
設
者
徳
川
斉
昭
が
目
指
し
た

も
の
―
」

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
世
界
遺
産
推
進
室
☎
㉒
０
２
６
８

　
（
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
内
）

秋
の
田
来
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
約
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
歩
き

な
が
ら
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
景
色
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
　
11
月
17
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈪

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

　
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
に
役
立
つ
ポ
イ
ン

ト
（
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
事

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ヒ
ン
ト
、
お
得
な
減
税

制
度
等
）
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
24
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
14
日
㈬

※
申
込
・
詳
細
等
に
つ
い
て
は
（
一
財
）
大
分

県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
大
分
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
３
０
０

　
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

ひ
た
市
民
環
境
会
議
研
修
視
察

　
市
内
在
住
で
、
ご
み
処
理
の
流
れ
や
リ

サ
イ
ク
ル
等
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
ご
み
処
理
施
設
見
学
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
12
日
㈬
　

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

■
と
こ
ろ
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
長
与
・
時

津
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
長
崎
県
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日
㈭

※
昼
食
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
・
景
観
部
会
事
務
局
（
環
境
課
生
活

環
境
係
内
）

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

省
エ
ネ
コ
ン
サ
ー
ト
（
尺
八
と
琴
の
調
べ
）

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
10
日
㈯

①
午
後
２
時
〜
、
②
午
後
４
時
30
分
〜

　
日
本
丸
館
穏
宅
（
豆
田
町
）

□
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

☎
０
９
０‐

３
８
８
３‐

１
９
２
７

第
４
回
な
か
べ
り
紅
葉
の
里
開
き

〜
な
か
べ
り
花
と
紅
葉
の
里
づ
く
り

15
周
年
記
念
式
典
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

　
天
瀬
町
馬
原
中
部
里
集
会
所

問
な
か
べ
り
花
の
里
づ
く
り
委
員
会

　
☎
57
９
３
０
７

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
は
た
の
歯
科
医
院
駐
車
場
（
豆
田
町
）

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田
（
中
川
）

　
☎
㉓
２
６
３
０

第
55
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
30
分
集
合
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

※

ひ
た
健
活
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

□
参
加
費
　
中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小

学
生
以
下
無
料

問
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
（
五
島
）

　
☎
㉓
８
７
３
７

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※

申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
参
加
費
等

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０‐

３
２
２
０‐

４
０
９
４

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
環
境
を
お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
等

□
工
事
費
用
　
申
込
者
が
材
料
・
工
費
の

実
費
程
度
を
負
担

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
咸
宜
公
民
館
　
集
会
室

※
別
途
参
加
費
必
要
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０‐

５
９
３
０‐

２
９
１
０

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
　
兄
弟
喧
嘩
親
の
関
わ
り
方

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

　
☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３

第
38
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
祭
り

■
と
き
　
11
月
18
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
　

■
と
こ
ろ
　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
中
津
江
振
興
局
内
）
☎
54
３
１
１
１

前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

■
と
き
　
11
月
18
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
前
津
江
小
学
校

問
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
会

（
前
津
江
振
興
局
内
）
☎
53
２
１
１
１

第
34
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

■
と
き
　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

第
21
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
11
月
18
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
花
月
ふ
れ
あ
い
交
流
館
広
場
（
無
料
）

※

片
道
約
3.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０
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第
43
回
日
田
市
消
費
生
活
展

　
「
食
品
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
消
費
生
活

展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
日
田
の
お
米
・
野
菜
、
市
外
給

食
調
理
場
へ
の
視
察
、
消
費
者
団
体
の

活
動
、
手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消
費

者
被
害
情
報
、
消
費
生
活
相
談

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
数

量
限
定
）

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

11
月
は
子
供
・
若
者

育
成
支
援
強
化
月
間

日
田
市
家
庭
教
育
講
演
会

　
「
子
育
て
の
悩
み
」
に
つ
い
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
思
春
期
の
子
ど
も
の
理
解
を

深
め
よ
う
〜
話
さ
な
い
息
子
よ
、
娘

よ
、
何
を
考
え
て
い
る
の
？
〜
」

■
講
師
　
久
留
米
大
学
医
学
部
医
学
科
小

児
科
准
教
授
　
永
光
信
一
郎 

氏

第
37
回
日
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、

小
・
中
・
高
校
生
、
育
友
会
、
支
部
協
議

会
の
意
見
・
実
践
発
表
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

選
挙
運
動
費
用
の
一
部
を

公
費
負
担
し
ま
す

　
市
議
会
議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
に
立

候
補
す
る
人
の
負
担
を
減
ら
し
、
資
産
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
立
候
補
や
選
挙
運
動

の
機
会
を
持
て
る
よ
う
に
選
挙
運
動
費
用

を
公
費
負
担
し
ま
す
。

※
平
成
31
年
４
月
執
行
予
定
の
市
議
会
議
員
選

挙
か
ら
適
用
し
ま
す
。

■
公
費
負
担
の
種
類

①
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

③
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

※
公
費
負
担
費
用
は
、
候
補
者
が
有
償
契
約
を

締
結
し
た
業
者
等
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
市

が
業
者
等
に
直
接
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、

当
該
候
補
者
が
供
託
物
を
没
収
さ
れ
た
場
合

は
公
費
負
担
の
該
当
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
限
度
額
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係

　
☎
㉒
８
２
０
９
（
市
役
所
７
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
取
で
き
ま
す

　■
と
き

　
11
月
16
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
９
日
㈮
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

　
収
蔵
品
の
保
護
を
目
的
に
、
く
ん
蒸
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
期
間
中
は
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
休
館
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

※
秋
風
庵
・
遠
思
楼
は
見
学
で
き
ま
す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の

引
換
（
販
売
）
に
つ
い
て

　
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
、
当
選
通
知

が
あ
っ
た
人
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
引
換
（
販
売
）
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
休
日
　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

②
平
日
　
11
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

　
日
田
商
工
会
議
所
、
日
田
地
区
商
工
会

　
（
本
所
・
支
所
）

※
た
だ
し
、
29
日
㈭
・
30
日
㈮
は
午
後
7
時
ま
で
。

■
使
用
期
間

　
11
月
17
日
㈯
〜
平
成
31
年
２
月
17
日
㈰

※
事
前
に
申
し
込
ん
だ
希
望
購
入
金
額
以
上
の

購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
日
田
地
区
商
工
会
☎
57
2
9
7
6

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
下
見
会

　
公
売
す
る
物
品
（
動
産
）
の
下
見
会
を

行
い
ま
す
。
直
接
確
認
で
き
る
の
は
下
見

会
の
み
で
す
。

※
入
札
参
加
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
公
売
物
品
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
13
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
２
会
議
室

■
公
売
予
定
物
品
　
セ
ミ
ド
ロ
ッ
プ
ハ
ン

ド
ル
自
転
車
、
小
鹿
田
焼
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://koubai.auctions.yah
oo.co.jp

）
か
ら
申
込
み

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

11
月
21
日
は
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

　
大
分
県
の
総
労
働
時
間
は
、
全
国
平
均

に
比
べ
長
時
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
の
実
現
の
た
め
、
働
き
方
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
補
助
金

■
対
象
団
体

①
一
般
枠

・
自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
団
体

・
３
人
以
上
で
構
成
す
る
公
益
的
な
活
動

や
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
わ
る
団
体

※
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
の
団
体
は
「
日

田
市
周
辺
地
域
活
性
化
対
策
事
業
」
の
対
象

で
す
が
今
年
度
の
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。

②
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

・
市
内
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
す
る
16
歳

か
ら
29
歳
ま
で
の
若
者
が
主
体
的
に
活

動
す
る
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

■
補
助
率

①
一
般
枠
　
補
助
対
象
経
費
の
６
割
以
内

（
上
限
50
万
円
）

②
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
　
補
助
対
象
経
費

の
10
割
以
内
（
上
限
25
万
円
）

※
申
請
等
は
12
月
ま
で
に
左
記
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
で
10
月
２
日
以
降
に
今
年
初
め
て

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
31
年

２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
こ

の
証
明
書
や
領
収
証
書
等
が
必
要
で
す
の

で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
に
つ
い
て
は
左
記
の
年
金
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
９
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

■
と
き
　
11
月
８
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
７
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　
11
月
８
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題
　
「
こ
ど
も
の
急
病
対
応
〜
病
院

受
診
前
に
す
る
こ
と
が
命
を
救
う
〜
」
、

「
冬
季
に
流
行
す
る
疾
患
に
つ
い
て
」

■
講
師
　

・
大
分
大
学
客
員
教
授
中
津
市
立
中
津
市

民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟 

先
生

・
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
小
児
科
医
長

松
永 

遼 

先
生

※
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
出

産
準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
11
月
30
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
12
月
７
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
12
月
14
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話

　
　
　
　
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
第
２
回
は

午
後
７
時
〜
９
時
。

（
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

■
と
き
　
12
月
６
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈭

※
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断

　
両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾

被
爆
者
で
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を

対
象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈮

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
田
天
領
ま
つ
り
と

千
年
あ
か
り
を
訪
ね
て

　■
と
き
　
11
月
10
日
㈯

ス
タ
ー
ト
受
付
　
午
後
３
時
〜
６
時

ゴ
ー
ル
受
付
　
午
後
８
時
ま
で

※
受
付
は
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
。
　

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
花
月
川
（
千
年
あ
か
り
会
場
）

↓
御
幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜
園
跡

↓
日
田
駅

■
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
（
約
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
自
然
と
遊
ぼ
う
！
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
３
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
自
然
と
触

れ
合
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
集
合
場
所
　
亀
山
公
園
駐
車
場

　
（
午
前
９
時
20
分
ま
で
に
集
合
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
準
備
物
　
動
き
や
す
い
服
装
や
靴
、
帽
子

②
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
11
月
の
テ
ー
マ
は
「
ト
ン
ボ
型
や
じ
ろ

べ
え
作
り
」
で
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
17
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師

　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

くらしの情報次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈭に発送します。Information 11.１　

タ
ウ
ン
情
報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「8050問題」

　1980年代から社会問題として注目され始め
た「ひきこもり」。2015年に政府が行った全国
調査によるとその数は、推計54万人にのぼると
されています。
　1980年代当時は、不登校等がきっかけで「ひ
きこもり」は子供や若者の問題とされていまし
た。そのため、上記の調査は、対象年齢を15～
39歳に限定して実施されています。
　ところが、約30年の時が過ぎた今、当時「ひ
きこもっていた」子供や若者の中には、今も同
様の状態が続き、中高年を迎えた人もいます。
同時にその人の生活を支える親の高齢化は、現
役を退いたことによる収入減や病気、又は要介
護など「ひきこもり」の長期高年齢化と合わさ
り、深刻かつ複雑な問題へと発展しています。
　日本では特段の事情がない限り、中高年は働
き盛りという意識があり＜働かないのは甘えや
怠けであり、ひきこもりは自己責任・家族の責
任＞というような根強い考えが伺えます。さら
に、親自身が長期化に至ったこと等の責任を強
く感じると同時に「ひきこもり」を恥とし、そ
の事実を隠した結果、家族が社会から孤立し生
活の困窮を招き、過酷な状況に陥っている現実
も少なくありません。
　このような、主に80代の親が50代のひきこも
りの子の生活を支え社会から孤立する新たな社
会問題は『8050（ハチマルゴーマル）問題』と
呼ばれます。国もこの問題に危機感を強め早急
な実態把握と対策のため、40～59歳を対象とし
て本年度に初の実態調査を行うこととしていま
す。これまで国は、ひきこもり地域支援センタ
ーの全県設置やひきこもり支援に携わる人材の
育成などの対策事業を推進してきましたが、そ
の支援の多くは就労が中心でありゴールでもあ
りました。しかし、長期複雑化した「ひきこも
り」の支援は、就労支援の前提として、外出や
人の中で数時間過ごす、人との会話の練習など
の支援が急務とされています。
　そのうえで、在宅ワークや個別作業、短時間
勤務など、柔軟な就労を可能とする社会環境の
整備が急がれます。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

■
特
別
講
演
　
「
〝
人
〞
を
育
て
る
言
葉

の
シ
ャ
ワ
ー
〜
大
人
が
変
わ
れ
ば
　
子

ど
も
も
変
わ
る
〜
」

■
講
師
　
教
育
実
践
研
究
家
　
菊
池
省
三 

氏

※
ど
ち
ら
も
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
6
8
6
8
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

世
界
遺
産
登
録
推
進
講
演
会

　
茨
城
県
水
戸
市
弘
道
館
事
務
所
の
主
任

研
究
員
で
あ
る
小
圷
の
り
子
氏
を
講
師
に

迎
え
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
20
日
㈫
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
水
戸
藩
校
弘
道
館
の
歴
史
と

教
育
―
創
設
者
徳
川
斉
昭
が
目
指
し
た

も
の
―
」

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
世
界
遺
産
推
進
室
☎
㉒
０
２
６
８

　
（
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
内
）

秋
の
田
来
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
約
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
歩
き

な
が
ら
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
景
色
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
　
11
月
17
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈪

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

　
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
に
役
立
つ
ポ
イ
ン

ト
（
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
事

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ヒ
ン
ト
、
お
得
な
減
税

制
度
等
）
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
24
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
14
日
㈬

※
申
込
・
詳
細
等
に
つ
い
て
は
（
一
財
）
大
分

県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
大
分
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
３
０
０

　
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

ひ
た
市
民
環
境
会
議
研
修
視
察

　
市
内
在
住
で
、
ご
み
処
理
の
流
れ
や
リ

サ
イ
ク
ル
等
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
ご
み
処
理
施
設
見
学
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
12
日
㈬
　

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

■
と
こ
ろ
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
長
与
・
時

津
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
長
崎
県
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日
㈭

※
昼
食
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
・
景
観
部
会
事
務
局
（
環
境
課
生
活

環
境
係
内
）

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

省
エ
ネ
コ
ン
サ
ー
ト
（
尺
八
と
琴
の
調
べ
）

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
10
日
㈯

①
午
後
２
時
〜
、
②
午
後
４
時
30
分
〜

　
日
本
丸
館
穏
宅
（
豆
田
町
）

□
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

☎
０
９
０‐

３
８
８
３‐

１
９
２
７

第
４
回
な
か
べ
り
紅
葉
の
里
開
き

〜
な
か
べ
り
花
と
紅
葉
の
里
づ
く
り

15
周
年
記
念
式
典
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

　
天
瀬
町
馬
原
中
部
里
集
会
所

問
な
か
べ
り
花
の
里
づ
く
り
委
員
会

　
☎
57
９
３
０
７

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
は
た
の
歯
科
医
院
駐
車
場
（
豆
田
町
）

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田
（
中
川
）

　
☎
㉓
２
６
３
０

第
55
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
30
分
集
合
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

※

ひ
た
健
活
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

□
参
加
費
　
中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小

学
生
以
下
無
料

問
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
（
五
島
）

　
☎
㉓
８
７
３
７

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※

申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
参
加
費
等

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０‐

３
２
２
０‐

４
０
９
４

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
環
境
を
お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
等

□
工
事
費
用
　
申
込
者
が
材
料
・
工
費
の

実
費
程
度
を
負
担

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
咸
宜
公
民
館
　
集
会
室

※
別
途
参
加
費
必
要
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０‐

５
９
３
０‐

２
９
１
０

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
　
兄
弟
喧
嘩
親
の
関
わ
り
方

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

　
☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３

第
38
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
祭
り

■
と
き
　
11
月
18
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
　

■
と
こ
ろ
　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
中
津
江
振
興
局
内
）
☎
54
３
１
１
１

前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

■
と
き
　
11
月
18
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
前
津
江
小
学
校

問
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
会

（
前
津
江
振
興
局
内
）
☎
53
２
１
１
１

第
34
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

■
と
き
　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

第
21
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
11
月
18
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
花
月
ふ
れ
あ
い
交
流
館
広
場
（
無
料
）

※

片
道
約
3.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

募
集

ご  

し
ま

こ
あ
く
つ
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まちの話題

森を守り水を育むボランティア
　９月29日、福岡市都市圏や市内から121人が参
加し、おおやま水源林育林活動「ひと山まるごとガ
ーデニング」が田来原美しい森づくり公園で開催さ
れた。雨が強くなり下草刈り作業は中止となった
が、大山ダム施設を見学した。参加者は色づき始め
た紅葉を愛でながら「次回は２月の植樹祭も是非参
加したい」と話していた。

大きなトンネル　どうやって掘るの？
　９月21日、大山小学校５年生が響峠に建設中の
トンネル内部を見学した。全長613メートルのう
ち、およそ半分まで掘り進んでいる。関係者から工
事の進め方などの説明があり、大きな重機の横を通
り作業先端部を見学した。「貫通するのが楽し
み」「安全のために造っていることが分かっ
た」「大きな工事で迫力があった」と驚いていた。

いつまでもお元気で！
　10月４日、上津江地区社会福祉協議会主催のミ
ニデイサービスが上津江振興局で開催された。今回
は上野田地区の高齢者16人が参加。南部地域包括
支援センター職員による「長く健康に生活するため
の講話」や椅子に座って簡単にできる体操などが行
われた。最後は参加者全員で手作り弁当を食べ、笑
いと笑顔が絶えない一日となった。

白草「としの神祭り」開催
　９月15日、白草地区のとしのかみ神社で「とし
の神祭り」が開催された。約400年前、相垣越前守
がこの地を訪れ「白草」と名付けたと言われてい
る。境内の後ろには相垣越前守の墓があり、白草地
区住民の信仰によって毎年９月に祭りが開催されて
いる。この日はあいにくの雨模様だったが地区の
人々はお参りに訪れていた。

内閣総理大臣表彰を受賞！
　９月18日、総理大臣官邸で平成30年防災功労者
内閣総理大臣表彰式が執り行われ、日田市消防団が
表彰を受賞した。同消防団は、昨年７月の九州北部
豪雨災害時に５日間延べ720人が出動し、降り続く
豪雨という極めて困難で危険な状況下で水防活動を
行うとともに、被災者の救助活動等を行い、被害の
軽減に多大な貢献をしたことが評価された。

交通事故をなくすために
　９月15日、パトリア日田で日田市交通安全大会
が開催された。本大会は、交通事故のない安全・安
心な日田市の実現を目指すことを目的に毎年開催さ
れている。第１部の交通安全功労者表彰では、49
人が各種表彰を受賞した。また、第２部では、交通
安全講話や日隈小学校金管バンドの演奏が行われ、
交通安全の意識高揚が図られた。

すべての生き物に感謝
　９月21日～25日の５日間、日田放生会が開催さ
れた。日田放生会は、魚や鳥などの生き物を山や川
に放って供養する祭事。21日と25日は、御神幸祭
が行われ、神輿や稚児行列が参道を練り歩いた。く
ぐるとご利益があるといわれている神輿を参拝者が
祈りながらくぐっていた。また、期間中は参道に露
店が並び、多くの人でにぎわった。

アユの食文化未来へつなぐ
　９月19日、大山中学校の学校給食に１尾丸ごと
から揚げにしたアユが登場した。このアユは、川魚
の食文化を継承することを目的に提供され、生徒が
学校給食を通じて日田産アユの美味しさを体験
し「アユの食文化」等を学んだ。10月は天瀬地区
の全小・中学校にも提供され、各学校の児童・生徒
が日田産アユの美味しさを体験した。

大山 日田

上津江

あいがきえちぜんのかみ

はくそう
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まちの話題

次の一手！まちづくり講演会開催
　９月12日、前津江公民館集会室で「まちづく
り」をテーマに講演会が開催された。都岐沙羅パー
トナーズセンターの斎藤主税さんを講師に、平成
30年実施の住民アンケートの分析結果をもとに住
民と行政が力を合わせ、いつまでも住み続けられる
まちづくりについて講演が行われた。参加者は、こ
れからの地域について熱心に考える機会となった。

中津江むらづくり役場、始動！
　10月１日、中津江村交流促進センターで住民自治
組織中津江振興協議会の事務所開所式が行われた。
地域住民で立ち上げたこの組織は、愛称を「中津江
むらづくり役場」とし、住みよい地域を維持するた
めに協力して困りごとの解決や地域振興に取り組ん
でいく。事務所には職員が常駐し、住民の活動を支
援するとともに、みんなが集う憩いの場を目指す。

水が生まれる山々を大切に
　９月８日、柿ノ谷地区で「200海里の森づくり」
活動として下草刈り作業が行われた。地元住民をは
じめ、中津江村を源流域の一つとしている福岡市や
大川市から200人余りのボランティアが参加し、鎌
を振るって汗を流した。作業後は交流会も開催さ
れ、地域を越えて互いに労をねぎらいながら楽しい
ひとときを過ごした。

願い事、叶うといいね
　９月24日、高塚愛宕地蔵尊秋季大祭が開催され
た。氏子や地元商店街でつくる実行委員会から紅白
餅や御神酒が振るまわれ、千人鍋で作るだんご汁の
無料接待や九州大道芸の猿まわし、庄内神楽、福引
抽選会などがあり、多くの人でにぎわった。境内で
は、訪れた人が願い事が叶うようにお参りする姿が
見られた。

人かと思ったら、案山子！？
　９月22日～10月27日まで、天瀬町本城地区で本
城１生産組合が主催の「第13回彼岸花と案山子ま
つり」が開催された。今年は「平成をかけ抜けたあ
の人、この人」をテーマに、地区内の２つの会場
で、約200体の案山子が登場した。９月22日～24
日は好きな案山子に投票するイベントも行われ、訪
れた人は、懐かしいねと喜んでいた。

訓練準備、完了しました！
　９月21日、天瀬総合運動公園の屋根付き運動広
場で、日田市消防団天瀬方面団の夏季訓練が行われ
た。この訓練は年に１回の全体訓練として実施して
いるもので、掛け声による整列や集合などの基本動
作を繰り返し、団員はきびきびと訓練に臨んでい
た。全体訓練を実施することで、団員の技術向上や
士気の高揚につながった。

心を込めて作ったよ
　９月15日、天瀬児童館で敬老の日のプレゼント
作りが行われた。今年は手作りのフォトフレーム作
りで、児童館の職員から説明を受けた後、子供たち
は、折り紙で作ったトンボやコスモスなどの飾りを
台紙に貼り付け、好きなシールをたくさん貼って、
丁寧に仕上げていた。大好きなおじいちゃんやおば
あちゃんに早く見せたいと言っていた。

天瀬

中津江

前津江

つ き さ ら

ちから

秋だ！スポーツをしよう！
　10月14日、前津江小学校とゲートボール場を会
場に前津江町高齢者スポーツ大会が行われた。
　当日は56人の参加者が集まり、地区対抗でゲー
トボール、ペタンク、グラウンドゴルフなどの競技
が行われた。競技に参加した選手たちに大きな声援
が送られ、とてもにぎわった会場の中、スポーツの
秋を満喫していた。
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

地域おこし協力隊活動⑪
地域を盛り上げます！ 今回は日田市の復興支援で活躍している松永さんを紹介します！

松永鎌矢さん
けんや

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　11月10日㈯　
　午後３時～３時30分
　11月24日㈯
　午前11時～11時30分
□ところ
　児童コーナー

土日 月 火 水 木 金

11月の休館日（○…休館日）
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新刊情報

伝説のオリンピックランナー
“いだてん”金栗四三　
近藤隆夫／著
汐文社

　日本初のオリンピック選手、３度のオリンピック出
場、マラソン世界記録を３度破る…。いまから100年以
上前、まだマラソン競技が始まって間もない頃、日本に
は「いだてん（足の速い神）」にたとえられたランナー
がいた。その名は金栗四三。この本は、伝説のマラソン
ランナー・金栗四三の功績を余すところなく紹介。

　昨年12月に名古屋市から、妻と二人で移住してきまし
た（現在は０歳の息子と３人暮らし）。豚骨ラーメン好き
の松永鎌矢です。
　名古屋では、ＮＰＯ職員として災害支援活動を行い、九
州北部豪雨の際に日田市に来たことがきっかけで移住を決
めました。これまでの経験を生かすことができないかと、
ひちくボランティアセンターの事務局も務めつつ、日田市
の復興支援をテーマにボランティアの受け入れやみなし仮
設住宅への訪問活動、イベント企画や防災活動などを行な
っています。

▲宇和島市での活動

▲小野小学生バスツアー

かなくり しそう

大好き図書館！
９時開館を本格実施します！
　平成29年10月から試行的に午前10時から午前９時へと１時間早く開館し、来館者数の調査や利用者アンケートを行っ
てきました。その結果、１時間早い午前９時からの開館を本格的に実施することとなりました。
●利用状況　
　平成29年10月～平成30年７月
　（午前９時～午前10時の時間帯）
　合計来館者数　4,881人（１日平均20.4人）

・「大活字本」とは…弱視の人に読みやすいように、行間を調整し、大きな活
　　　　　　　　　　字で組み直した本を「大活字本」といいます。現代文学
　　　　　　　　　　のほか、民話や料理の本などもあります。
・「聴本ＣＤ」とは…本の朗読をＣＤにしたもので、文学作品を中心に揃えて
　　　　　　　　　　います。本を“読む”のではなく、たまにはゆったりと
　　　　　　　　　　“聴いてみる”のも良いかもしれません。

▼

大活字本・
  聴本コーナー
（玄関入って
正面）

大活字本・聴本ＣＤを利用しませんか？

●利用者アンケート結果
　54％の利用者が９時開館を「今後も続けてほしい」と回答。　
　（133人中72人）

通常 大活字本

＜実際の文字の違い＞

  

心の架け橋

　40歳になる息子からの「おはよう」の挨拶で、我
が家の１日が始まります。息子はほとんどを家で過ご
す生活です。「何故うちの子供に限って」と自問自答
し、いつか私たちがいなくなった時の心配を繰り返す
毎日です。しかし、何よりも外に出たいのに出れない
苦しさを感じているのは本人なのです。
　最近では、福祉制度が拡充され、内容も充実し、周
囲の皆さんの障がい者に対する理解が深まり心から感
謝しています。しかし、どうしても親の目からは障が
いに対してまだまだ特別な目で見ている感じがして

みんな一緒なんです。これからも宜しく～心の障がいを持つ子の父より～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

障がいへの理解

なりません。単なる私の誤解でしょうか。
　世の中、自ら好んで障がい者として生まれた人間は
いないし、人生の途中からも好きで障がい者になった
人もいないはずです。子供たちは、これからもいろい
ろな場面で皆さんのお世話になり、ご迷惑もお掛けし
ますが、時には厳しく、また、時には温かく、そして
対等なお付き合いをお願いします。
　「この厳しい世の中でも、きっと分かってくれる人
がいるんだ」と信じている父親は私だけではありませ
ん。

今月は、保護者からの声を掲載します。
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。

　日田はモノを作る人に良い環境
です！作る環境やチャンスはある
ので、あとは「やるか、やらない
か」を決めるだけです。

ま
さ
ひ
ろ
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年９月30日現在） 

■人口　
　65,962人
　（前月比-65人）
・男　31,224人
・女　34,738人
■世帯数
　27,327世帯

　チャレンジキッズ
　７日㈬　15:30～
　★わくわく制作　秋の飾り作り
　８日㈭　11:00～
　玉ねぎ苗植え
　14日㈬　11:00～
　療育事業（音あそび）
　16日㈮　11:00～
　お弁当の日
　29日㈭　12:00～13:00

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　11月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●お話し会
　　14日㈬　15:30～
　　15日㈭　10:30～
●作って遊ぼう
　23日㈷　10:30～11:30
●クリスマスツリーを飾ろう
　24日㈯　10:30～11:30
　

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　お話し会
　10日㈯　10:30～
　おしゃべり広場
　14日㈬　10:30～
●レクリエーション
　　17日㈯　10:30～
　　21日㈬　10:30～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　６日㈫　10:00～12:00
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　13日㈫　10:00～11:00
●人形劇観劇
　17日㈯　10:00～11:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０
★世代間交流
　千年あかり当日の豆田散策
　９日㈮　10:30～
※募集数15世帯。雨天時は14日㈬。
★高校生とのふれあい
　12日㈪　10:00～12:00
※募集数20世帯。藤蔭高校で行います。
●フレンズデイ（土曜開放日）
　24日㈯　９:30～12:00

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　13日㈫　11:00～12:00
★カレンダー作り
　19日㈪　11:00～12:00
●お誕生会
　26日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●身体計測
　29日㈭　11:00～12:00　

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
●10・11月生まれのお誕生日会
　８日㈭　11:00～
★親子クッキング
　へこやき作り
　16日㈮　10:00～12:00
●プレママクラブ
　21日㈬　13:30～15:00
●リトミック
　26日㈪　11:30～12:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

　１月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　12月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

　お子さまに合わせた予防接種
スケジュールを自動で作成し、
接種日が近づくとメールでお知
らせします。登録は無料です。
是非ご活用ください。

「日田市子育て情報ナビ」
　二次元コード

小

小

乳

乳

小

小

堀 央花ちゃん
（２歳・下井手町）

おうかみ あ り お はつと
宮﨑肇人ちゃん
（２歳・元町）

髙瀬蒼侍ちゃん
（１歳・南友田町）

あおじ
諌山美彩ちゃん
（１歳・財津町）

佐藤立乙ちゃん
（２歳・田島２丁目）

りひと
梶原理史ちゃん
  （１歳・刃連町）

梶原 昴ちゃん
（１歳・刃連町）

すばる
伊藤ひなたちゃん
（１歳・清岸寺町）

小田 樹ちゃん
（１歳・港町）

いつきみずは
千原瑞葉ちゃん
（１歳・財津町）

こうきあらた い お
加藤衣織ちゃん
（１歳・亀川町）

ひびき
鍜治谷 響ちゃん
（１歳・天神町）

　　　 相良昂希ちゃん
（１歳・田島１丁目）

進 新太ちゃん
（１歳・三本松１丁目）

谷幡千奈ちゃん
（１歳・新治町）

せ な

はのん
森 羽音ちゃん
（３歳・石井町１丁目）

日田市
子育て情報ナビ

月生まれ11
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問こども未来課家庭支援係☎㉒８２９２（市役所１階）

11月は
児童虐待防止
推進月間です　

児童虐待かもと思ったら

　　　　すぐにお電話ください

●大分県中津児童相談所☎０９７９-２２-２０２５
●こども未来課家庭支援係☎㉒８２９２
●大分県日田警察署☎㉓２１３１
●大分県西部保健所☎㉓３１３３
●大分地方法務局日田支局☎㉒２７１９

下記でも相談を受け付けています

児童虐待は社会全体で
　　　　解決すべき問題です。
あなたの１本の電話で
　　　　救われる子供がいます。

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。通話料がかかります。

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

 

よ
う
や
く
風
水
害
に
脅
か
さ
れ
た
出
水
期
も
過
ぎ
、
穏
や

か
な
秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
九
州
の
み
な
ら
ず
、
全
国
で
災
害
が
発
生
し
大
変
な

夏
で
し
た
。

　
そ
ん
な
季
節
も
過
ぎ
、
今
年
も
九
州
市
長
会
総
会
が
鹿

児
島
県
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
１
１
９
市
の

市
長
が
一
同
に
会
し
、
来
年
度
に
向
け
て
、
国
へ
の
要
望

な
ど
を
議
論
す
る
総
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
社
会
的
背

景
や
課
題
は
違
え
ど
も
、
日
本
に
お
け
る
地
方
自
治
体
・

首
長
の
役
目
な
ど
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
会
と
は
別
に
、
各
市
が
地
方
創
生
を
図
る

た
め
の
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
題
材
と
し
て
議
論
を
す
る

会
議
も
開
催
さ
れ
、
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
回
新
た
に
「
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
の
協
議
会
設
立
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
設
立
の
目
的
は
「
自
転
車
に
よ
る
観
光
振
興
・
住

民
の
健
康
の
増
進
・
交
通
混
雑
の
緩
和
・
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
等
に
よ
り
公
共
の
利
益
を
増
進
し
、
地
方
創
生
を

図
ろ
う
と
す
る
自
治
体
が
連
携
し
て
、
地
方
創
生
推
進
の

一
助
と
な
る
こ
と
」
で
あ
り
、
今
後
、
全
国
市
区
町
村
長

の
会
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
日
田
市
で
も
「
椿
ヶ
鼻
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
」
を
開

催
し
て
お
り
、
今
年
も
３
０
０
人
を
越
え
る
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
る
な
ど
、
自
転
車
文
化
は
着
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
１
で
放
送
さ
れ
て
い
る
「
チ
ャ
リ

ダ
ー
★
快
汗
！
サ
イ
ク
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
番
組
で

「
椿
ヶ
鼻
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
」
が
放
映
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
自
転
車
レ
ー
ス
は
日
本
で
も
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
世
界
で
は
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
絶
大
な
人
気

を
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
分
県
で
も
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
国
東
」
が
有
名
で
、
37
回

を
数
え
る
今
年
の
大
会
も
、
２
５
１
２
人
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
有
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
競

技
」
と
し
て
の
参
加
は
無
理
で
も
、
健
康
づ
く
り
で
あ
っ

た
り
、
自
然
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
「
自
転
車
」
を
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
川
や
森
、
古
い
町
並
み
の
あ
る
日
田
市
に
は
、
自
転
車

が
よ
く
似
合
う
と
思
い
ま
す
。
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